
（1）通巻 78号            会報“まちづくり”         ２００７年２月６日発行  

 桜台地区駐輪場問題について  
（これまでの経過） 
１．平成18年12月28日 助成は困難とする市長の回答書受領 
２．平成19年 1月 9日 桜台地区８自治会として本件に関する情報公開を請求 
３．  〃  1月25日 情報公開の決定により、関係書類が交付された。 
４．  〃  2月 5日 昨年の市長回答と情報公開による関係書類を検討協議した結果、 

桜台地区8自治会として、①明確化事項 4項目②再検討事項2項 
目の再要望書を市長宛提出した（柴田議員と私が同席）。 

（ 私の考え方 ） 
１．  市民参加のまちづくりをかかげていながら、平成１7年10月31日に、印西市から建 
設費や維持管理費の一部負担の申し入れを受けたにもかかわらず、地域の議員や自治会 
に何んらの説明や協議もしないで、安易に断ってしまっていることは、住民福祉を考え 
るべき行政として、望ましいものとは言えない。 
尚、このことは､下記のように監査委員の私としても、行政監査として指摘していると 
ころです。 

２．  桜台地区については、印西市からの一部負担の申し入れ（1億 3千万円程度）を断って 

いながら、白井･西白井地区の駐輪場整備については、6億円相当の税金投入が検討され 
ていることは、同じ市民として、行政の公平性から考え、著しく疑問であると言わざる 
を得ない。 

３．  よって、桜台地区 8自治会長と共に、市長、助役、市民経済部長、交通防災課長の桜 
台地区住民への本件に関する説明を求めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                        平成１８年１２月２０日  
               監 査 結 果 の 報 告 
                           白井市監査委員  木下 彰  
                           白井市監査委員  多田育民  
 （ 定 期 監 査 ）  

1.監査期日  平成１８年１１月８日(水) 

2.監査対象  市民経済部 ①市民参加推進課 ②市民課 ③交通防災課 ④農政課  

⑤商工振興課 ⑥企業誘致推進室  
3.監査結果 

 多田育民監査委員より  
  市民参加のまちづくりを所管する部課として市民への説明や協議には特に留意されたい。 
   ほか、特に指摘すべ事項はありません。  
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  多田育民 20 年のあゆみ      

Ⅰ  「北総開発鉄道・成田新高速鉄道促進議員連盟会長」として  
１．北総開発鉄道の都心直結（平成３年３月）   
２．新鎌ケ谷駅での新京成線との接続（平成４年７月）   
３．快速の運行・終電車の延長（平成５年４月）   
４．通学定期代の引き下げ（割引率６％UP）を実現した。（平成７年４月）   

Ⅱ  「（財）日本友愛青年連盟参与」として  
１． 日中国交回復 20周年を記念し、中国雑技団を招聘した。（平成３年１０月） 
町内において海外の実演は始めてであり、台風の中、七次台中学校にて約２ ,０００人が鑑賞した。  

２．同じく在日中国青年芸術団の公演を実施した。（平成４年１０月）   
３．（社）中央青少年団体連絡協議会の平成 10年度訪日中国青少年指導者定期交流事業の千葉県  
内受け入れを担当した。（平成１０年４月）  

Ⅲ  「白井町議会文教常任委員長」として  
１．町内の全中学校にコンピュータールームを設置した。（平成３年３月）   
２．国際交流を深めるため、中学生のオーストラリア派遣事業を実現させた。（平成４年３月）  

Ⅳ「消防組合議会議員」として  
救急自動車の到着遅れから、わが子の命を失うという体験から西白井消防署の開設に全力を尽く  
した。（平成 5年 4月）  

Ⅴ「白井町議会議会運営委員長」や「ニュータウン対策特別委員長」としても活躍した。 
Ⅵ  「あしながPウオーク10白井コース実行委員長」として  
病気で親を亡くした子供達のために既に 28回の Pウオーク１０や募金活動を実施している。  

 この 4 年間の実績  

Ⅰ「白井市議会議員」として 
１．北総線の通学定期代を２５％安くした（平成１7年４月）  
２．自治宝くじ助成金（250万円）を獲得し、桜台地区にみこしをつくった。(平成 17年 6月) 

Ⅱ  「白井市議会議会改革特別委員会副委員長」として   
１．早稲田大学大学院北川正恭教授を議会主催の講演会講師として招聘した。(平成 17年 2月) 
２．一日に付き 2,000円支給されていた費用弁償を廃止した。（平成１８年４月）  
３．議員定数を３名削減した。（平成１８年６月）  

Ⅲ「白井市監査委員」として  
１． なれあい監査との批判があった監査委員事務局を独立させた。（平成１８年４月）  
２． 白井梨ブランデー㈱の監査によって、仕掛品の過大計上など会計処理の誤り（平成 17年 10月） 
と在庫原酒の欠減(平成 18年 8月)を明らかにした。  

３． 談合問題に対処し、指摘事項を広報しろいなどに公表するようにした。（平成１９年２月）  
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